
埃がたまっ た冷凍機のフ ィ ルタ ー

洗浄不良のバルク ・ ラ イ ン

異常乳撲滅に向けて

営農指導課　

　 本県における 令和５ 年度４ 月～７ 月ま でのロ ー

リ ー廃棄量は49ト ンを超えていま す。 その主な原

因は細菌異常、 抗生物質混入です。 ま た、 配分検

査での氷点異常も 多い状況と なっていま す。 今回

は細菌異常、 抗生物質混入、 氷点異常について、

それぞれの要因と チェ ッ ク ポイ ント をま と めま し

た。 再認識、 再確認し ま し ょ う 。

〈 細菌異常〉

要因①： 冷却異常

　 バルク ク ーラ ーの冷却能力が低下し ている と 細

菌数の異常な上昇が起こ り ま す。

　 特に夏場は冷凍機が暑い場所にあったり 、 埃が

溜ま ったり する と 冷却能力が落ちる こ と があり ま

すので、 定期的に掃除を行いま し ょ う 。

　 冷却ス イ ッ チがいつも よ り 遅く なってし ま った

場合は、「 大丈夫だろ う 」 ではなく 、 必ず農協に

連絡し て集乳前のバルク 乳検査を受けま し ょ う 。

要因②： 洗浄・ 殺菌不良

　 正し い洗浄の４ 条件（ 洗剤濃度、 温度、 水量、

時間） のど れか一つでも 欠ける と 洗浄・ 殺菌不良

箇所が発生し 細菌数が上昇し ま す。

要因③： 乳房炎

　 乳房炎牛のバルク 乳投入によ り 細菌数が上昇す

る ケース も あり ま す。 原因菌にも よ り ま すが、 生

乳中への排菌量が非常に多い菌がいる こ と を認識

し 、 乳房炎牛の乳汁を出荷し ないよ う にし ま し ょ

う 。

要因④： その他

　 以下の事にも 注意し ま し ょ う 。

Check !

・ バルク に必要な冷却能力

☑　 １ 回目の搾乳後１ 時間以内に1 0 ℃以下

に、 次の１ 時間で５ ℃以下に下がっ てい

る か（ 目標と し て は１ 回目の搾乳後3 0

分以内に1 0 ℃以下）

☑　 ２ 回目の投入では1 0 ℃以上になら ない

Check !

☑　 各洗剤メ ーカ ーの適正濃度を 守る

☑　 すすぎ温度⇒3 5 ～ 4 0 ℃

☑　 アルカ リ 洗浄・ 酸洗浄温度
　 　 　 ⇒給湯器の給湯温度は7 0 ℃以下
　 　 　（ 投入時6 0 ～ 7 0 ℃／排水時4 0 ℃以上）

☑　 殺菌温度⇒水または4 0 ℃以下
　 　 　 　 　 　 　（ 高温だと 殺菌力が低下）

☑　 自動洗浄後のバルク 内目視と 匂い確認

Check !

☑　 ソ ッ ク スフ ィ ルタ ーは毎回交換し ている

か（ 使い回し は異物混入の原因にも 繋がる）

☑　 集乳後、 すぐ にバルク を 洗浄し ている か

（ 生乳が乾き 、 落ちづら く なる ）

☑　 洗剤の品質保持期間、 保管方法は適切か

☑　 ミ ルク ラ イ ン に逆勾配や配管のずれはな

いか（ 洗浄水が溜まり 、細菌増殖の原因に）
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〈 抗生物質〉

要因： ヒ ュ ーマン エラ ー

　 分娩や乳房炎が増える 夏から 秋にかけては抗生

物質混入疑いのバルク 乳事前検査数も 増えていま

す。 抗生物質を使用し た牛の乳を出荷し てはなら

ないこ と を認識し 、 軟膏治療牛の残り の分房乳を

誤って出荷し ないよ う 注意し ま し ょ う 。

〈 氷点異常〉

　 氷点は、 生乳が凍る と き の温度（ 凝固点） のこ

と で、 月２ 回の配分検査でも 測定し ていま す。 正

常な生乳の氷点は− 0.520付近ですが、 何ら かの

異常があ る と 上昇し 、 －0.509℃以上は氷点異常

と さ れま す。 氷点異常と なる 要因は以下のこ と が

挙げら れま す。

要因①： 加水

　 搾乳機器やバルク の洗浄後に排水が出来ていな

い場合、 水が生乳に混入する こ と で起こ り ま す。

Check !

☑　 抗生物質使用牛は必ずバケッ ト ミ ルカ ー

を 使用し ているか

☑　 抗生物質使用牛は簡単に識別でき る か

　 　（ 脚バン ド やスプレ ー）

☑　 作業者間（ 酪農ヘルパー含む） での情報

共有は出来ている か

Check !

☑　 搾乳システムの自動洗浄後は完全に排水

さ れて いる か（ 自動排水バルブ 等の確

認、 バルク 洗浄後の目視確認）

要因②： 生乳の凍結

　 バルク ク ーラ ー内で生乳が凍結する と 、 成分が

分離し 氷点上昇や異常風味の原因と なり ま す。

要因③： 個体乳氷点の上昇

　 加水や凍結以外での要因と し て、 個体乳氷点の

上昇があり ま すが、 夏場に上がり 、 冬季に下がる

と いう 季節変動の傾向があり 、 乳成分の無脂固形

と 高い相関があり ま す。

　 特に夏から 秋にかけて気候の変化と 共に牛の状

態が変化し やすい時期と なり ま す。 特に飼料摂取

状況など は毎日の観察を怠ら ず、 乳成分が変化し

た時は早めの対応を行いま し ょ う 。

　 生乳廃棄は生産者の皆様にと って経営的にも 精

神的にも 大き な損失と なり ま す。 それぞれの要因

と チェ ッ ク ポイ ント を再認識、 再確認し 毎日の作

業を行いま し ょ う 。 ご不明な点やご相談等ござい

ま し たら 、 営農指導課ま でご連絡下さ い。

（ 営農指導課： 096-388-3510）

Check !

☑　 バルク の冷却タ イ ミ ングが早すぎて生乳

が凍結し ていないか

　 　（ バルク のアジ テ ータ ーの羽が生乳にあ

たっ てから 冷却がスタ ート ）

　 ※過攪拌になると 異常風味（ ラ ンシッ ド 臭）

　 　 の原因になるので注意

☑　 バルク の乳温表示と 実乳温にズレ（ 誤

差） はないか

Check !

☑　 乾物摂取量の低下や大幅な飼料給与内容

変更等によ る エネルギー不足（ 乳成分の

低下や牛の削痩） はないか

☑　 ビ タ ミ ン 、 ミ ネラ ルは充足し ているか
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大川専務

木之内講師

講演会風景

表彰式集合写真青壮年部委員長女性部会長

令和５ 年度夏季酪農大学開催！
主催： ら く のう マザーズ、 熊本県酪農青壮年部協議会、 熊本県酪農女性部協議会

共催： 公益社団法人　 熊本県畜産協会

　 去る 令和５ 年８ 月28日

（ 月）、 ら く のう マザーズ

大会議室で県生産意欲の

向上を目的と し た夏季酪

農大学が開催さ れ、 県内

酪農家を 含め計59名が参

加さ れま し た。

　 今回は、 東海大学熊本

キャ ンパス 長である 木之

内均氏に『 農業の未来と 持続可能な農業経営と

は』 と 題し 、 農業経営における 基礎について大

変興味深いお話を し てい

ただき ま し た。 その中で

も 、 経営においていかに

人が重要である のか、 後

継者の育成に力を 入れる

べき である のかと いった

こ と を示し ていただき 、

参加し た 酪農経営者に

と って参考に

なったこ と と

思いま す。 ま

た、 自身の経

験談を交えた

お話しも あり 、

と ても 有意義

な講演会と な

り ま し た。 今回の講演を通じ て、 県内酪農家の更

なる 酪農経営の活性化へと 繋がればと 思う と こ ろ

です。

　 なお、 講演の前に令和４ 年度九州生乳販連生乳

品質共励会で本県よ り 優秀な成績を 収めら れた

方々のへ表彰式が行われま し た。 ご出席いただい

た３ 名の受賞者へ大川専務よ り プレ ート 等が授

与さ れ、「 九州の中でも 特に熊本は皆様の努力が

あって高品質の生乳が生産さ れており 、 今後も 継

続をお願いし ま す」 と いった激励の言葉を贈ら れ

ま し た。  
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COLUMN ― コ ラ ム ―

　 残暑が厳し く 、 街行く 人も マス ク 姿が少なく な

り 、 コ ロ ナよ り も 熱中症の心配と 秋が待ち遠し く

過ごす毎日。 皆さ んの牛たちは元気ですか。

　 Ｊ ミ ルク から ７ 月末に公表さ れた本年度の需給

見通し は、 全国の生乳生産量、 牛乳生産量と も に

５ 月時の公表よ り も 下方修正さ れ、 生乳生産量は

都府県の減少幅が大き く 、 前年比1.9％減を 見込

んでいま す。 一方、 牛乳生産量は3.4％減の見通

し で、 足元の低調な需要に加え、 ８ 月から の値上

げによ る 影響も 予測さ れてはいま すが、 最需要期

の９ 月は５ 万８ 千ト ンが見込ま れていま す。 九州

の生乳生産量は８ 月現在、 前年比94.3％で推移し

ており 、 本県に於いても 94.5％と 前年を 大き く 下

振れし ていま すが、 ６ 月～８ 月上旬は乾乳頭数が

多く 昨年の猛暑によ る 受胎時期のズレ が大き く 影

響し ている よ う です。 し かし 、 ８ 月の中旬以降の

生産量は回復し ており 今後の最需要期に向けて期

待する と こ ろです。

　 ま た、 中央酪農会議が７ 月末に公表し た「 日本

の酪農の実態認知に関する 調査」 によ る と 、 夏期

（ ８ 月以降） における 牛乳の値上げを 認知し てい

る 消費者の割合は約４ 割弱に留ま る も 、 そのこ と

を認知し ている 人の７ 割強が酪農の経営難や日本

酪農維持を理由と し て、 値上げを受け入れている

こ と が分かり ま し た。 調査対象は国内の牛乳購入

者1030人へイ ンタ ーネッ ト を用いて実施さ れてお

り 、 中でも 「 日本の酪農家を応援し たいと 思う 」

と 回答さ れた方が86.7％と 高く 、 感謝に堪えない

回答結果であり 、 こ の世論に勇気と 責任感が増し

た気がする のは私だけでし ょ う か。

　 さ て、 今年も ス ポーツ の話題と 言えばワ ールド

カ ッ プです。 野球、 バレ ーボール、 陸上、 バス

ケッ ト 、 ラ グビーと 次々と 開催さ れる 世界大会。

中でも 、 2023年の皮切り と なって14年ぶり の制覇

と 悲願の世界一奪還、 コ ロ ナを吹き 飛ばす話題と

なっ たのが野球、 ワ ールド ベース ボールク ラ ッ

シッ ク です。 準決勝、 決勝の熱い戦いは球史に残

る 野球ド ラ マであり 、 私個人のビデオに収録し 時

折再生し ていま す。 最優秀選手に選ばれ大会後も

メ ジャ ーで大活躍中の大谷翔平選手。「 憧れる の

を やめま し ょ う 。 僕ら は今日を 超え る ために、

ト ッ プになる ために来てい

る 。 憧れを捨てて、 勝つ事

だけを考えて、 さ あ、 行こ

う ！」 と 試合前に円陣を組

みチーム を 鼓舞し て いま

す。 一流のアス リ ート だか

ら 言える 言葉と 言ってし ま

えばそう かも し れま せんが、 その裏側にはそれ相

応の準備と 自信があってこ そ、 チーム力に対し て

信頼があってこ そ言えた言葉ではないでし ょ う か。

　 と こ ろ で真夏の甲子園が終わり 、 第105回全国

高等学校野球選手権大会が幕を 閉じ 、 107年ぶり

に２ 度目と なる 優勝を飾った慶応義塾。 その話題

と なっ たのがス タ ン ド に多く のOBと 関係者が詰

めかけコ ロ ナ禍以降最高の盛り 上がり を見せた応

援と 、 選手たちが口々に発し た『 エンジョ イ ベー

ス ボール』。 個人的には、 野球は根性、 根性、 ど

根性。 そし て丸坊主姿が高校野球の象徴であり ま

し たが、 新し い旋風（ 長髪） と 考え方が今風？近

代的になったと 言える のではないかと 思いま す。

し かし 慶応は勝つべく し て勝った、 名門私立校で

その殆ど が慶応大と いった進学校である ブラ ンド

力を活かし 、 県外など 外部から の注目選手を集め

ていたのが実態と 聞き ま す。 し かし 、 頂点に立つ

こ と が出来た理由はそれだけでは無い様です。 実

力を伸ばせる 環境が整っていたこ と や野球の技術

を磨く 準備と その目的をし っかり 把握する こ と 、

そし て目標を手にする 事の喜びや達成感を創造す

る 力を養う など 、 イ メ ージト レ ーニングが現代的

であったと 分析さ れていま す。

　 最後に、 全国的には生産抑制の状況にあり ま す

が、 生乳需給安定化対策実施要領によ り 生産者の

皆さ んから 積み上げら れた目標は前年比99.8％。

そし て、 需要は少し ずつ戻り つつあり ま す。 二年

連続の乳価改定があったと は言え生産コ ス ト アッ

プにどう 対処し ていく のか、 現状の改善すなわち

準備（ 飼料の見直し 、 個体能力のアッ プ、 繁殖成

績のアッ プ、 副産物生産、 自給飼料生産性アッ プ

等） の計画的な取り 組みと 併せ飼養管理に向けた

技術力の向上が生む効率性の高い持続的酪農経営

の将来を創造し ていき ま し ょ う 。

準備と 創造がも たら すも の……。

ら く のう マザーズ

生産本部長

南部　 顯弘
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蛋白質

細胞壁

核

細胞壁の合成を阻害

・ ペニシリ ン系

　（ ペニシリ ン、 アンピ シリ ンなど ）

・ セファ ロ ス ポリ ン系

　（ セファ ゾリ ン、 セフロ キシムなど ）

核内のDNA 合成阻害 

・ ニュ ーキノ ロ ン系

　（ エンロ フロ キサシン、 マルボフロ キサシンなど ）

・ サルファ 剤系（ ス ルファ モノ メ ト キシンなど ）

蛋白質の合成阻害

・ アミ ノ グリ コ シド 系（ カナマイ シン、 スト レプト マイ シンなど ）

・ テト ラ サイ ク リ ン系（ OTC、 CTCなど ）

・ マク ロ ラ イド 系（ タ イ ロ シン、 チルミ コ シンなど ）

・ ク ロ ラ ムフェ ニコ ール系（ フロ ルフェ ニコ ールなど ）

　 抗生物質は乳房炎や肺炎など牛の感染症の治療

に一般的に使用さ れる 身近な薬品の一つです。 厳

密には抗生剤や抗生物質と 呼ばれる 薬は、 細菌や

真菌によ って産生さ れる 天然の抗菌物質のこ と を

言いま すが、 現在は化学合成で生産さ れる も のも

あり ま す。 一方、 サルフ ァ 剤やニュ ーキノ ロ ン系

に分類さ れる 薬品は化学合成によ って作ら れる の

で合成抗菌薬と 呼ばれま す。 実際にはこ の二つを

合わせて抗生剤、 抗生物質と いう こ と が多いと は

思いま すが、 今回はま と めて抗菌薬と 呼ぶこ と に

し ま す。

　 抗菌薬は細菌の発育、 増殖を阻止、 ある いは殺

滅する こ と で抗菌作用を示し ま す。 抗菌薬が作用

する 細菌細胞内の標的部位は抗菌薬の種類によ っ

て異なり 、 異なった作用機序で抗菌作用を示し ま

す（ 図１ ）。 細菌の最も 外側を 形成する 細胞壁を

破壊さ れる と 、 細菌は形を 保てなく なり 死滅し

ま す。 代謝そし て増殖に必要な蛋白質やDNA、

RNAの合成が阻害さ れる と 、 細菌は死滅あ る い

は増殖する こ と ができ なく なり ま す。 細菌を完全

に死滅さ せる 抗菌薬を殺菌作用、 殺さ ずに増殖や

成長を抑制する 抗菌薬を静菌作用と いいま す。 細

菌の種類によ って効果的な薬、 全く 効かない薬が

あり 、 獣医師は症状や検査によ って原因と なる 細

菌を判断し 、 効果的な抗菌薬を選択し ていま す。

抗菌薬（ 抗生物質） に注意!!

図１ ） 細菌の簡単な構造と 抗菌薬の作用部位

生産本部指導部技術課　 宮原　 　 佑
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〇耐性菌に注意！

　 抗菌薬は獣医療の現場でよ く 使われていま す

が、 その際に必ず考えなければなら ないのが薬剤

耐性菌の問題です。 同じ 抗菌薬を長く 使い続ける

と 、 次第に効果が弱く なっ ていく こ と があ り ま

す。 こ れは細菌が抗菌薬に耐性を獲得し たこ と が

原因で、 こ のよ う な細菌を 薬剤耐性菌と 呼びま

す。 薬剤耐性菌が増える 原因には畜産現場での抗

菌薬の過剰使用、 不適切使用が挙げら れま す。 特

に、 殺菌作用を示す濃度よ り も 少ない量の抗菌薬

を長期間使用し 続ける と 、 細菌が生き 残り 耐性を

獲得し やすく なり ま す。 獣医が治療で使用する 抗

菌薬はも ちろんのこ と 、 他にも 増体目的で飼料に

使用さ れている モネンシンやテト ラ サイ ク リ ンな

どの抗菌薬も 耐性菌発生の原因の一つと 考えら れ

ていま す。 薬剤耐性菌が増える と 従来の治療では

治ら ない牛が増える 可能性があり ま す。 その結果

治療期間が延長し 、 治癒率が低下、 ある いは致死

率の上昇など 生産性に影響を与える リ ス ク が高く

なり ま す。

　 薬剤耐性菌は畜産分野だけでなく 、 人の医療分

野でも 大き な問題になっていま す。 家畜で発見さ

れた薬剤耐性菌が農場の職員や環境中から も 発見

さ れており 、 動物から 人に薬剤耐性菌が伝染する

リ ス ク が危惧さ れていま す。 実際に耐性をも った

キャ ンピロ バク タ ーやサルモネラ が人で食中毒を

起こ し たと いう 事例も 存在し ま す。 他にも 大腸菌

やク レ ブシエラ 、 黄色ブド ウ 球菌において薬剤耐

性菌が報告さ れていま す。 こ のよ う な薬剤耐性菌

が増える と 手術や抗がん剤治療時の感染予防に使

われている 抗菌薬が効かなく なり 、 家畜と 同様に

治療費増加、 致死率上昇など のリ ス ク が高く なり

ま す。 こ のよ う な事態を う けWHOでは「 薬剤耐

性は人類が直面する 世界的な公衆衛生上の脅威

ト ッ プ10に入る 」 と 宣言し ていま す。

〇抗菌薬の残留に注意！

　 抗菌薬は筋肉注射や静脈注射ある いは乳房内注

入など様々な方法で牛に投与さ れま す。 投与さ れ

た抗菌薬は血液に吸収さ れ全身の臓器、 筋肉、 乳

房に分布し 、 一定時間体内に残留し ま す。 そのた

め、 すべての抗菌薬には食品衛生法に基づき 施行

さ れたポジティ ブリ ス ト 制度によ って食肉や生乳

における 残留基準が設定さ れていま す。 ま た、 乳

等省令でも 「 乳等は抗生物質、 化学的合成品たる

抗菌性物質及び厚生労働大臣が定める 放射性物質

を含有し てはなら ない」 と 厳し く 規制さ れていま

す。 こ れら の法令に基づいて抗菌薬には肉と 生乳

の出荷制限期間が設定さ れており 、 ご存知のよ う

にこ の期間は食肉や生乳と し て出荷でき ま せん。

出荷制限期間は抗菌薬によ って異なり ま すが、 治

療の際に獣医師から 指示さ れる ので必ず守り ま

し ょ う 。 安全な生乳を出荷する ために、 出荷制限

期間を過ぎたら 抗菌薬の残留検査を行う こ と をお

勧めし ま す。

　 そも そも 、 なぜ食肉や生乳に抗菌薬が残留し て

いてはいけないのでし ょ う か。 牛の病気を治し 健

康にする ために使用し た薬なのだから 問題は無い

のでは？と 思う かも し れま せん。 ですが、 食品に

抗菌薬が残留する こ と で様々な悪影響が発生し ま

す。 ま ず、 人の腸内細菌叢への影響です。 食品内

に残留し た抗菌薬が人の腸内にいる 善玉菌など の

正常な細菌の働き を弱めてし ま い、 健康リ ス ク を

悪化さ せる 可能性があり ま す。 ま た、 微量の抗菌

薬を継続的に摂取する と 、 前述の薬剤耐性菌の発

生リ ス ク が高く なり ま す。 こ のよ う な健康面への

影響以外にも 食品加工への影響も あり ま す。 ヨ ー

グルト など の発酵食品の加工には細菌が大き く 関

わっていま す。 こ こ に抗菌薬が残留し た生乳が使

用さ れる と 、 発酵に必要な細菌の働き を阻害し 製

品がう ま く でき なく なってし ま いま す。 こ のよ う

に消費者の健康と 安全を守る ためにも 、 私たち畜
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産関係者は抗菌薬の残留に気を付けなければなり

ま せん。

〇注意し て抗菌薬を 使おう ！

　 抗菌薬は便利で身近な薬ですが、 適切な使い方

をし ないと 思わぬ問題が発生し てし ま いま す。 世

界的にも 畜産現場での抗菌薬使用量を減ら そう と

する 動き が出てき ていま す。 現状、 抗菌薬を全く

使わずに牛を管理する こ と はなかなか難し いと 思

われま す。 し かし 、 獣医や酪農家が協力し て少し

ずつ意識を変えていく こ と で、 使用量を減ら し て

いく こ と は可能です。 ま ず、 増体や病気予防目的

での安易な抗菌薬の使用はなる べく 控える よ う に

し ま し ょ う 。 その代わり に、 ワ ク チン接種や消毒

によ る 疾病予防、 添加剤や飼養管理で牛を健康な

状態に保ち病気になり にく い飼い方を 実践し ま

し ょ う 。 病気を減ら し 健康に牛を飼養すれば、 お

のずと 抗菌薬の使用量も 減ってく る はずです。 ま

た、 病気によ っては抗生剤を使わない治療法を選

択する こ と も でき ま す。 例えば乳房炎の治療には

獣医師の指示によ って乳房炎軟膏を使用する こ と

が多いと 思いま す。 ですが、 頻回搾乳や生理食塩

水によ る 乳房洗浄によ って乳房内の細菌を減ら す

こ と で、 抗菌薬を使わずに乳房炎が治癒する 場合

も あり ま す。

　 耐性菌や抗菌薬の残留は世界的な問題ですが、

私たちにと って一番身近な問題は異常乳によ る 廃

棄ではないでし ょ う か。 九販連において年間に発

生する 異常乳によ る 廃棄の３ 分の１ が抗菌薬混入

によ る も のです。 間違って抗菌薬が残留し た生乳

がバルク やロ ーリ ーに入ってし ま う と 、 せっかく

の生乳生産が無駄になり 経済的な損失になってし

ま いま す。 抗菌薬の混入を防ぐ には毎日の心がけ

と 注意が必要です。

　 抗菌薬を使用し ている 牛はマーキングをし 、 ホ

ワ イ ト ボード など に明記し て作業者全員が見て分

かる 様にし ま し ょ う 。 出荷制限期間を過ぎた牛は

出荷前に残留検査を受け、 抗菌薬が残留し ていな

いこ と を確認し ま し ょ う 。 ま た、 乳房炎の治療で

乳房炎軟膏を使用し た時も 注意が必要です。 １ か

所の乳房だけに乳房炎軟膏を注入し ても 抗菌薬は

全身に回る ため、 他の乳房にも 分布し ま す。 従っ

て、 乳房炎治療をし た乳房以外の生乳も 間違って

出荷し ないよ う にし ま し ょ う 。 こ れら は当たり 前

のこ と と し て既に実践さ れている と 思いま すが、

改めて農場での抗菌薬を使用し た牛の管理につい

て確認をお願いし ま す。

　 畜産現場で使用し た抗菌薬は動物の体だけでな

く 、 人の医療、 そし て私たちの健康や生活にも 関

わってき ま す。 抗菌薬を取り 扱う 獣医師は耐性菌

や残留に気を付けながら 、 治療における 適切な抗

菌薬の使用と 生産者への指導を心掛ける 必要があ

り ま す。 ま た、 生産者も 安心安全な農産物を供給

する ために、 抗菌薬に関し て注意を払わなければ

なり ま せん。 牛に抗菌薬を使用し たと き は獣医師

の指導を受け、 適切に管理し ていき ま し ょ う 。
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最新情報はコ チラ から
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抗菌薬による被害を減らそう

以下のこと に気を付けて、廃棄乳や薬剤耐性菌を減らし まし ょ う 。

①出荷制限期間を守り まし ょ う 。

治療の記録はき ち んと 保存し て確認し まし ょ う 。

②残留検査を受けましょ う 。

出荷前の最終確認を ！

③抗菌薬を使用した牛は分かり やすく し ましょ う 。

テープやスプレ ーなどで見やすい位置にマーキング。

治療牛はホワイ ト ボード 等に記入し ていつでも 確認できるよう

に。 作業者同士の連絡、 声掛けを心掛けまし ょ う 。

④抗菌薬に頼ら ない管理をし よう 。

健康で病気になり にく い飼養管理を し まし ょ う 。
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昭和52年９ 月６ 日
第三種郵便物認可

営業所 熊本市北区龍田１ 丁目2-2
TEL ( 096) 338-7728㈹
FAX ( 096) 338-7722

出張所 球磨郡あさ ぎり 町上東136-4
TEL ( 0966) 47-0390㈹
FAX ( 0966) 47-0391

・ マグネッ ト レ ール上を安全・ 正確に
走行し ます｡

・ 餌押し の手間が省け､ 労働時間を 軽
減し ます｡

・ 常に餌を 採食範囲に寄せ､ 廃棄飼料
を削減し ます｡

・ 採食量を 増加さ せ､ 乳量の増加に貢
献し ます｡

九州支店

熊本県熊本市東区小山 7丁目4-15

　 令和４ 年度においても 、 消費者の「 食の安全・

安心」 に対する 関心の高ま り に答える べく 、 食卓

に供給さ れる 乳製品の安全確保に向けた取組の一

環と し て、 九州生乳販売農業協同組合連合会主催

の生乳品質共励会において、 入賞さ れた方々を報

告し ま す。

　 令和４ 年度の特徴と し てはロ シアによ る ウ ク ラ

イ ナ侵攻や為替相場の影響を受け、 飼料価格が高

止ま り し たこ と から 十分な飼料給与ができ ないな

ど 、 夏場の無脂乳固形分が低下し た影響を色濃く

受け、 例年よ り も 評価点数が低い傾向と なり ま し

た。

　 令和５ 年度の生乳品質共励会は既に始ま ってい

ま す。 暑い中、 頑張ってく れている 牛たちのため

にも 十分な栄養管理をお願いし ま す。

令和４ 年度生乳品質共励会受賞者一覧

氏　 名 点　 数 表　 彰
㈲生山牧場 1,167 優秀賞１  
平山　 　 将 1,163 優秀賞２  
森田　 　 稔 1,145 優秀賞８  
寺本　 寿正 1,140 優秀賞10 
村岡　 泰司 1,140 優秀賞11 
黒石　 哲博 1,139 優秀賞12 
右田　 祐樹 1,136 優秀賞13 
神瀬　 幸和 1,129 優秀賞16 
村上　 茂之 1,126 優秀賞17 
田上　 直人 1,126 優秀賞18 
㈲隈部牧場 1,123 優秀賞21 
㈱松島牧場 1,119 優秀賞24 
内田　 恵助 1,115 優秀賞28 
深水　 誠弥 1,114 優秀賞31 

令和４ 年度生乳品質共励会の結果報告

令和５ 年度 夏季酪農大学での表彰式の様子
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